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またこの 特異的 特徴にも質的なものと量的なものとが あるO 例えば 村内飾部 (included
phloe11)や細胞間道 (intercellularcanal)などほ,その存否が分類学的な意義 (taxonomic
valLIe)をもっているのに対して,細胞膜の厚薄が主に関係する木材の比重に関しては,Bilian






























い存在である｡これ以外ではわずかにマメ科 (Leguminosae)中の Sindoraすなわち Septir







長短かなりの変異があり, 相互の間隔にも大いに差がある｡ Manggassinoro (Ph.)Shorea
PhilippinensisBRANDIS などでは間道の現われることが むしろまれであるOまた個々の間道の
断面径にも,それを囲むエビセリウム細胞の膜厚にも樹種による差異はかなり甚だしい｡













フタバガキ科のものとしてほわずかに Shorea属中の SectionRichetioidesすなわち Yellow
Meranti(Mlys.)-YelowLauan(Ph.)およびSectionRubroshoreaすなわちRedMeranti
(Mlys.)-RedLauan (Ph.) の中の3種, ならびに WhiteMeranti(Mlys.)Parashorea
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ヤ-に沈漬 して,その構造の認識を誤まらせることである｡ラワン材 Shoreaspp.には必ずと
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